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3月号 

March 
No . 522

住民投票終わる 住民投票終わる 住民投票終わる 
階上町が八戸市・福地村・南郷村・名川町・南部町・田子町と合併することの賛否を問う住民投票 

賛成　3,283票 
反対　2,897票 

投票結果 
（投票率５４.１５％） 

県内初 

※２頁に関連記事
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町
民
の
意
思
を
確
認
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
実
施
が

決
定
さ
れ
た
住
民
投
票
が
二
月
九
日
、
町
内
十
二
ヶ
所

の
投
票
所
で
行
わ
れ
、
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か

み
に
て
即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
票
の
結
果
、
賛
成
三
千
二
百
八
十
三
票
、
反
対
二

千
八
百
九
十
七
票
、
投
票
率
は
五
十
四
・
一
五
％
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
平
成
十
三
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た

町
長
選
挙
の
投
票
率
六
十
六
・
一
％
を
下
回
る
投
票
率

と
な
り
、
賛
否
は
、
小
差
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
投
票
結
果
を
受
け
、
上
山
町
長
は
十
日
午
前
零

時
に
会
見
を
行
い
、「
こ
の
投
票
結
果
は
、
合
併
し
て
住

み
よ
い
町
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
期
待
感

の
表
わ
れ
な
の
だ
ろ
う
。
投
票
率
は
五
十
％
を
超
え
た

と
い
う
こ
と
で
、
町
民
も
こ
の
結
果
を
認
め
て
く
れ
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
の
投
票
に
よ
っ
て
、
町
民
が
町
政

に
関
心
を
も
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
、
投
票
実
施
を
選

択
し
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　

三
月
議
会
に
お
い
て
法
定
協
議
会
に
参
加
す
る
議

案
が
可
決
さ
れ
れ
ば
、
今
後
は
さ
ら
に
協
議
を
重
ね
、

新
市
の
建
設
計
画
等
を
作
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

百
年
に
一
度
あ
る
か
な
い
か
の
決
断
を
求
め
ら
れ
た

合
併
に
つ
い
て
の
判
断
。
こ
れ
ま
で
数
ヶ
月
に
わ
た
っ

て
議
論
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
ひ
と
つ
の
節
目
を

迎
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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階上町が八戸市・福地村・南郷村・名川町・
南部町・田子町と合併することの賛否を問う住民投票結果

投票率投票者数有権者数投票所名

51.758271， 598
第 １ 投 票 所
石 鉢 集 会 所

63.96291455
第 ２ 投 票 所
金山沢福祉館

63.72144226
第 ３ 投 票 所
田 代 福 祉 館

60.98350574
第 ４ 投 票 所
鳥屋部集会所

65.91263399
第 ５ 投 票 所
登 切 福 祉 館

57.72553958
第 ６ 投 票 所
老 人 憩 の 家

62.72461735
第 ７ 投 票 所
道 仏 集 会 所

投票率投票者数有権者数投票所名

54.78418763
第 ８ 投 票 所
多目的研修センター

54.558511， 560
第 ９ 投 票 所
赤保内集会所

57.306321， 103
第 １ ０ 投 票 所
道 仏 体 育 館

42.589162， 151
第 １ １ 投 票 所
蒼 前 集 会 所

53.385451， 021
第 １ ２ 投 票 所
耳ヶ吠東コミュニティ
セ ン タ ー

54.156， 25111， 543合 計

２月９日執行
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　階上町食生活改善推進員会が今年、発足１５周年を
迎え、２月７日記念式典を開催しました。
　食生活改善推進員の方々は、食の観点から健康の
重要性を訴える様々なボランティア活動を主体的に
行っています。
　式典では清水たか子会長が「現代は個人が自分の健
康に責任をもって行動する時代となってきておりま
す。今後も健康寿命延伸を目指し、正しい情報を伝
達していきたいと思います」と式辞を述べました。
　この後、歴代の会長を務めた�山良子さん、大渡栄
美子さん、藤谷麗子さんに感謝状が渡され、これまで
の労をねぎらいました。

　２月１４日、寺下潮山神社境内において交通事故抑

止祈願祭が執り行なわれ、関係者ら４０人が出席し、町

内における無事故を祈願しました。

　厳粛な雰囲気の中で玉串が捧げられた後、参加者

を代表して交通指導隊の角地直夫副班長が、誓いの

ことばを述べました。

　この後、八戸警察署長より、「これまでの皆様の交

通安全活動に感謝します。全国的には死亡事故は依

然多い状況にあります。階上町では今後も死亡事故

ゼロが続くよう頑張ってください」と激励のことばを

いただきました。

　２月２３日、ハートフルプラザ・はしかみにて階上町
生涯学習のまちづくり町民大会が開催されました。
　最初に、フリーアナウンサーの奥村潮さんによる
基調講演が行われ、「夫婦がお互いにもう一歩ふみだ
すことで家庭の中は変わる、一人一人がどういう思い
で生きるか」等、ときめきながら生き生きと過ごすた
めのキーワードをユーモアたっぷりに話されました。
　その後のシンポジウムでは、独自の手法でまちづ
くりを行っている、宮城県名取市リバイブ名取21の
高橋さん、野辺地町馬門自治会の柴崎さんを迎え、こ
れからのまちづくりについて意見が交わされました。
　最後に、「今後はまちを育てることよりも、まちを
磨いていく活動が大切となる」ということが確認さ
れ、大会は盛況のうちに閉幕しました。
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～平成１５年交通事故抑止祈願祭～

町内の無事故を祈願しました
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～平成１５年交通事故抑止祈願祭～
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　階上町・福地村・南郷村・南部町・名川町商工

会では絵本の里づくり事業を共催し、民話絵本で

ある「里の昔っ子」の３月発刊に向け製本作業を

行っています。

　これは小中学生が各町村に伝わる民話・伝説に

ついての絵画を製作することを通じ、ふるさとを

見直し広域的に地域づくりを行うこと等が狙いと

なっています。

　本町では「ホロド沼の主」「階上岳と久慈平岳」

「寺下の力石」の話がテーマとなり、階上小・赤保

内小・金山沢小・道仏小の14名の作品が採用され、

絵本に掲載されることになっています。

　日本選手団の大活躍で幕を閉じた青森冬

季アジア大会でしたが、皆さんの中でも世

界レベルの選手達の迫力ある競技の様子を

ご覧になった方もあるかと思います。

　本町においても、大会の開・閉会式に出演

し、各国選手に負けない、すばらしい踊りを

見せた方々がいたのをご存知でしょうか。

　赤保内青年駒踊り組、赤保内小子供駒踊

り組の皆さんがそうです。県内には各地に

いろいろな郷土芸能がありますが、それら

の代表としての出演となりました。

　開会式の芸術プログラムは青森の四季が

テーマに行われ、青年駒踊り組は「よろこび

の春」の部分に登場。

　文字通り春の到来を喜ぶように、メインステージを中心

に各地の舞が華やかに繰り広げられ、我が青年駒踊り組も

他に負けじと躍動感あふれる舞を披露しました。

　閉会式は「次世代へのちから」がテーマとなり、郷土芸能

の将来を担う新たなちからが生まれているということで、

開会式に出演した各郷土芸能の「子供版」が表現されました。

　閉会式本番に先立ち、赤保内小学校では代表となった子

供駒踊り組の壮行式が行われ、佐藤校長先生より「赤小の合

言葉である、あなたも輝き私も輝くのとおり、皆さんの精

いっぱいの踊りで、会場すべての人を輝かせてください」と

激励され、全校生徒から大きな拍手をうけていました。

　両駒踊り組の皆さんにとって、この経験はとても貴重な

ものとなったでしょう。大変おつかれさまでした。

　　●入選者の氏名は下記のとおりです●

　　階 上 小　　　�����������	

　　金山沢小　　　�����

　　赤保内小　　　�����������	�
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　投票日当日、仕事や病気、旅行などで投票所へ行くこ

とができない方は、不在者投票をすることができます。

▼不在者投票のできる期間
　４月４日 （金）から４月１２日 （土）まで
　（土・日の区別はありません）

①当町で不在者投票をする方→入場券を持参の上、町
選挙管理委員会（役場２階総務課内）までおいでく

ださい。

　※投票時間　午前８時３０分～午後８時まで

②他の市町村で不在者投票をする方→出稼ぎなどで、
既に他の市町村に滞在している方は、滞在地の選挙管

理委員会でも不在者投票ができますので、早めに当町

選挙管理委員会へ投票用紙等の請求をしてください。

③指定病院等で不在者投票をする方→指定されている
病院等に入院している方は、病院等の長を通じて投

票用紙等の請求をしてください。

④郵便による不在者投票（在宅投票） →定められた理由
に該当する身体障害者などで、郵便投票証明書をお

持ちの方は、在宅投票ができます。請求は投票日の

４日前（４月９日）までですので、早めに請求して

ください。

角 柄 折 ・ 鳥 屋 部
行 政 区

石鉢・蒼前・野場中
各 行 政 区 の 一 部対象となる地域

　次の地域の方は、今回の選挙か
ら投票当日の投票の場所が変わり
ます。
　投票の際は入場券の投票所名を
確認の上、まちがいの無いように
投票所へおいでください。
　 第１２投票区の方も変わってい
　 ますのでご注意下さい。

鳥 屋 部 集 会 所石 鉢 集 会 所変更前の投票所

森 の 交 流 館
　　（案内図参照）　　

石鉢ふれあい交流館
　　（案内図参照）　　

変更後の投票所

※上記以外にお住まいの方は、変更ありません。

投票の場所が変わります

第1投票所投票所� 第4投票所投票所�第1投票所� 第4投票所�  

↑�

蒼前�

  

↓�

階上岳�
大渡�→�

赤保内�
→�

田代�
←�石　鉢�

集会所�
石　鉢�
保育園�

町民プール�

石鉢ふれあい�
交流館�

石　鉢�
小学校�

中　央�
体育館�

フォレストピア�
階上�

駐車場�

森　の�
交流館�

【問い合わせ】

階上町選挙管理委員会　　�88－2112 

【投票】午前７時～午後８時まで
【開票】ハートフルプラザ・はしかみで
　　　　午後９時からを予定しています。

　昭和５８年４月１４日以前に生まれた方で、平成１５年１

月３日以前から階上町に住民登録をして、選挙人名簿

に載っている方

　階上町で投票できる方で、青森県内の他市町村へ住

所を移した方は、引き続き青森県内に住所を有する証

明書を持参すれば、投票できます。県外へ住所を移し

た方は投票できません。

　入場券が届かなかったり、紛失した場合でも、選挙

人名簿に登録されていれば投票できますので、当日係

員にお申し出ください。

　投票は、候補者の氏名を１人記入する「自書式」で

す。万一、誤って投票用紙を汚損したときは、投票用

紙を取り替えることができますので、係員にお申し出

ください。

階 上 町 で 投 票 で き る 方

転 出 し た 方

投 票 所 入 場 券

投 票 方 法

当日投票できない方は不在者投票を
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　第128回全国商工会珠算検定が２月16日に実施され
次の方々が合格されました。
���������（小舟渡小３年）

���������（小舟渡小４年）  ������（道仏小５年）

���������（千葉高２年）　   �����（階上中３年）

���������（小舟渡小６年）�����（大蛇小２年）

���������（赤保内小５年）

���������（赤保内小３年）

���������（大蛇小２年）

���������（大蛇小１年）

●次回（第１２９回）検定予定　６月15日［日］
●申込期間　　月17日［木］～５月16日［金］4
【申し込み・問い合わせ】

階上町商工会　�88－2045
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学 校 名氏 名取得級位

大 蛇 小 学 校坂　本　和　広４ 級

赤 保 内 小 学 校木　村　昂　生５ 級

赤 保 内 小 学 校高　橋　瑛里菜５ 級

小 舟 渡 小 学 校平　戸　俊　輔５ 級

赤 保 内 小 学 校山　田　翔　平６ 級

小 舟 渡 小 学 校上　平　知　樹６ 級

赤 保 内 小 学 校山　田　基　貴６ 級

石 鉢 小 学 校横　澤　佑　境６ 級

石 鉢 小 学 校田　原　優　一６ 級

石 鉢 小 学 校中　河　裕　弥６ 級

大 蛇 小 学 校笹　山　幸　紀６ 級

金 山 沢 小 学 校畑　中　　　瞭７ 級

石 鉢 小 学 校斎　藤　宥　真７ 級

八戸市新井田小学校房　間　縁　能７ 級

１．受付期間
　４月11日�金 まで（締切日必着）
２．受験資格
　①日本国籍を有し、18歳以上34歳未満の者
　②年齢の計算期日：７月１日�火 
３．試験
　①試験期日　４月19日�土 、20日�日 、21日�月 

　　　　　注：いずれか一日を指定されます。

　②試験場
　　各都道府県ごとに１か所以上で実施します。　

　　（試験場、受験番号等は別途各人に通知します。）
　③試験種目及び内容

【問い合わせ】
　八戸募集事務所　�４５－１９２０

　昨年、無登録農薬が全国的に流通し、使用されてい
る実態が明らかとなり、国民の「食」に対する信頼を
損なう大きな問題となりました。
　このため、昨年12月に農薬取締法が改正され、３月
10日からこの改正法が施行されています。
　主な改正点は、
　①無登録農薬の製造、輸入、使用の禁止（販売は従

来から禁止）
　②農薬使用基準に違反する農薬使用の禁止
　③罰則の強化
であり、これは農薬を製造・輸入・販売・使用するす
べての国民に関係する内容です。
　農業を営む方だけでなく、家庭菜園や花壇や芝の手
入れをする方であっても農林水産省の登録番号のある
安全性の確認された農薬を、ラベルをよく読んで使う
ことが必要です。
　無登録農薬はみんなで排除しましょう。
【問い合わせ】三戸地方農林水産事務所　�２７－５１１１（内２２２）
　　　　　　　　　 農林水産課　�８８－２１１６

試　験　内　容試験種目

国語、数学、社会等（択一式）、作文筆記試験

個別面接口述試験

予備自衛官補としての適正を判定する検査適性検査

身体検査の合格基準による。身体検査

平成 
 

年度 
15

募 
一 
公 
般 

至市内 

至役場 

○サンクス 

○ 

○ダイヤレックス 

○八戸○八戸ライセンス 
　スクール 
○八戸ライセンス 
　スクール 

○石鉢小学校 

小松商店 町民農園 

国道国道4545号 

国道45号 

【問い合わせ】農林水産課 �88－2116

　　　－ 募 集 要 項 －　　　
①区 画 数：１１５区画
②面　　積：１区画約２２坪
③農園利用料：１区画  １,５００ 円
④親睦会費：１区画  １,０００ 円

注１　前年に利用された方で今年も希望する場合にも申し込みが必
要です。

注２　区画の割り当ては農林水産課で抽選しますので、ご了承くだ
さい。

注３　今年度から農具の貸出しをしませんので各自ご持参ください。

第128回全国商工会珠算検定が 
2月16日に実施され次の方々が合格されました 

2 
第
　
回
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粗大ゴミ
燃 え な い
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

資 源 物 の 日

地 区 名 新聞紙・雑誌
古布・段ボール

空缶・空ビン
ペットボトル

3月20日
（木）

毎週
月曜日

毎週
火曜日

一部金曜日可
（蒼前西の一部）

毎月
第2・4
水曜日

毎週
月曜日

石鉢・蒼前・野場中・角柄折
金山沢・田代・晴山沢・平内
鳥屋部・赤保内・耳ヶ吠西

中央・西部
地 区

3月18日
（火）

毎週
水曜日

毎週
木曜日

毎月
第2・4
金曜日

毎週
水曜日

耳ヶ吠東・耳ヶ吠西の一部
荒谷・大蛇・追越・榊
駅前・道仏・小舟渡

東部地区

各地区のゴミの収集日

 （14）
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　３月２１日（金）の蒼前西地区の燃える

ゴミの収集は祝日のため翌週２４日（月）

に変更になります。

��������	
��

��������	��������	
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　合併処理浄化槽を設置する方に対し、設置費用
の一部を補助します。この補助は国の補助制度に
よるもので数に限りがありますので、定数に達し
た場合は締め切らせていただきます。

　■ 対象地域：階上町内（一部地域を除く）
　■ 対象建物：専用住宅及び併用住宅
　■ 申請受付：申請受付は ４ 月 １ 日から開始します。
　　　　　　申請書は町民課で配布します。
　　　　　　添付書類についてはお問い合わせく

ださい。

　※昨年度までは予約制度をとっていましたが、
今年度からは廃止します。

　詳しくは設置前に、町民課　�８８－2119
へお問い合わせ下さい。

　八戸リサイクルプラザでは、資源の有効

利用とごみの減量化のため、皆様の家庭で

不用になったものを御提供いただき、簡易

な修理と手入れをし、再生品として展示・

提供する予定です。引越等で不用になった

家具等ありましたらご連絡ください。引き

取りに伺うことも可能ですので、お問い合

わせください。

対象となるもの：家具・自転車等

　　　　　※ただし、そのまま使えるも

の・簡易な修理で使用可能な

ものに限る

受　　付：随時

【連絡問い合わせ】

　八戸リサイクルプラザ　�70－2396



～～～～広報はしかみ　2003・3～～～～  （16）

ふ
る
さ
と�

30

橋
　
本
　
　
　
勇�

「おいしいハンバーグ」 く
ん

く
ん

と
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
放
っ
て

置
く
と
腰
の
と
こ
ろ
に
流
注
膿
瘍

と
言
っ
て
膿
が
溜
ま
る
よ
う
に
な

る
。
そ
う
な
っ
て
か
ら
で
は
大
変

だ
か
ら
一
日
も
早
く
八
戸
市
の
病

院
に
入
院
し
て
治
療
し
て
く
だ
さ

い
」
と
私
は
入
院
治
療
を 
勧 
め
て

す
す

　

中
国
の
戦
線
か
ら
帰
っ
て
暫
く

た
っ
た
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四

六
）
の
あ
る
春
の
日
で
あ
っ
た
。

某
村
議
会
議
員
が
腰
痛
を
訴
え
て

診
察
に
訪
れ
た
。
当
時
と
し
て
は

珍
し
い
、
な
け
な
し
の
金
を
は
た

い
て
、
青
森
県
で
三
番
目
に
買
い

入
れ
た
自
慢
の
ポ
ー
タ
ブ
ル
の

「
レ
ン
ト
ゲ
ン
」
で
腰
部
の
撮
影
を

試
み
た
。
確
か
に
「
腰
椎
カ
リ
エ

ス
」
で
あ
る
。

「
あ
な
た
の
病
気
は
腰
椎
カ
リ
エ

ス
で
あ
る
。
結
核
性
の
も
の
だ
。

今
の
う
ち
に
病
院
に
入
院
し
て
ギ

ブ
ス
ベ
ッ
ト
に
入
っ
て
固
め
な
い

な
い
の
で
す
か
」
と
声
を
掛
け
た

ら
、

「
あ
れ
か
ら 
別  
当  
様 
（
神
職
）
に

べ
っ 
と
う 
さ
ま

相
談
し
た
ら
、
狐
が
付
い
て
い
る

と
言
わ
れ
て
お 
祓 
い
を
し
て
も

は
ら

ら
っ
た
ら 
大  
分  
楽 
に
な
り
ま
し

だ
い 

ぶ 

ら
く

た
。
私
の
病
気
は
狐
の 
仕  
業 
だ
そ

し 

わ
ざ

う
で
す
。」
と
答
え
た
。

「
そ
ん
な
迷
信
を
信
じ
て
は
い
け

ま
せ
ん
よ
。
今
は
結
核
に
良
く 
効 き

く
薬
が
あ
る
か
ら
入
院
し
て
治
療

を
続
け
た
ほ
う
が
宜
し
い
で
し
ょ

う
」
と
強
く
勧
め
た
が
私
の
言
う

事
を
一
向
に
信
じ
な
か
っ
た
。

　

そ
の
事
が
あ
っ
て
か
ら
ま
た
暫

く
し
て
、 
戸  
板 
に
乗
せ
ら
れ
た
患

と 

い
た

者
が
運
ば
れ
て
来
た
。
見
た
ら
例

の
村
議
会
議
員
で
あ
っ
た
。
私
の

予
言
し
た
と
お
り
「
流
注
膿
瘍
」

を
起
こ
し
て
い
た
。
二
、
三
度
、

穿
刺
排
膿
を
し
て
や
っ
た
が
そ
の

後
よ
う
や
く
八
戸
市
の
病
院
に
入

院
し
た
。
し
か
し
時
す
で
に
遅
く

不
幸
な
転
機
を 
辿 
り
な
が
ら
人
生

た
ど

を
終
っ
た
。

（
写
真
と
文
責　

正
部
家　

奨
）

◆お稲荷さんの使者の狐像
（八戸市長者山、穴守神社）

帰
っ
て
も
ら
っ
た
。
し
か
し
そ
の

後
の
近
所
の
人
び
と
の
情
報
に
よ

れ
ば
彼
は
入
院
し
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
暫
く
し
て
往
診
の
途

上
、
土
手
に
腰
を 
下 
ろ
し
て 
杖 
に

お 

つ
え

 
凭 
れ
て
い
る
彼
に
出
会
っ
た
。

も
た「

ど
う
し
ま
し
た
。
ま
だ
入
院
し

「スイカを食べるくわがた虫」

か
み
や
ま　

つ
ば
さ（6

歳
）

は
ま
ゆ
り
保
育
園

（
6
歳
）

階
上
保
育
園

は
し
ば　

ひ
ろ
あ
き
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湿
っ
た
と
こ
ろ
に
生
育
し
、
夏

か
ら
秋
に
か
け
て
、
濃
い
黄
色
で

総
状
花
弁
を
し
た
、
筒
状
で
先
は

唇
形
を
し
て
い
る
花
を
つ
け
る
。

花
の
も
と
に
は
花
柄
と
ほ
ぼ
同

じ
長
さ
の 
苞 
が
あ
り
、
緑
色
で
皮

ホ
ウ

針
状
の
卵
形
で
あ
る
。
茎
は
い

ち
じ
る
し
く
長
く
伸
び
て
、
他
の

植
物
に
よ
り
か
か
る
よ
う
に
立

ち
上
が
り
、
全
体
が
多
汁
質
で
白

い
粉
を
か
ぶ
っ
た
よ
う
な
緑
色

を
し
て
茎
は
や
わ
ら
か
い
。
キ

ケ
マ
ン
属
や
ス
ミ
レ
属
に
は
、
種

子
に
ア
リ
が
好
む
物
質
が
あ
っ

て
、
ア
リ
が
巣
に
運
ん
で
散
布
し

て
ふ
え
る
と
い
う
。
こ
れ
に
似

て
い
る
ツ
ル
キ
ケ
マ
ン
は
、
花
の

色
が
淡
い
。

黄色が目立つ ▲▲

　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
部
家　

奨
／
作 
・ 
佐
藤　

明
／
画

ナ
ガ
ミ
ノ
ツ
ル
キ
ケ
マ
ン
（
け
し
科
）

有　

谷　
　
　

升

＜166＞

九
戸
の
乱
と
道
仏
城
（
四
十
九
）

　

八
月
二
十
三
日
以
来
、
各
地
に

お
い
て
撃
退
さ
れ
た
政
実
方
の
諸

隊
は
遂
次
退
却
し
て
九
戸
城
に
入

り
ま
し
た
。
城
中
に
お
い
て
は
政

実
を
大
将
と
し
て
弟
実
親
、
正
行
、

櫛
引
清
長
、
弟
清
政
、
七
戸
家
国
、

久
慈
直
治
、
弟
政
則
、
姉
帯
兼
政
、

大
里
修
理
、
大
湯
正
敬
、
円
子
右

馬
之
亟
、
坂
本
仲
光
、
嶋
守
安
芸

以
下
武
将
三
百
余
人
、
兵
六
千
余

人
が
決
死
の
覚
悟
を
持
っ
て
待
ち

構
え
ま
し
た
。
食
糧
も
兵
器
も
豊

富
で
、
寄
せ
手
が
何
万
人
で
あ
ろ

う
と
も
物
と
も
せ
ず
の
意
気
が

 
漲 
っ
て
い
ま
し
た
。

み
な
ぎ

　

い
よ
い
よ
八
月
二
十
五
日
の 
辰 

た
つ

の 
刻 
（
午
前
七
時
か
ら
九
時
）
九

こ
く

戸
城
へ
の
攻
撃
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
こ
の
日
の
攻
撃
は
偵

察
戦
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

　

蒲
生
氏
郷
の
部
将
、
田
丸
直
政

が
兵
三
百
人
を
も
っ
て
九
戸
城
の

大
手
方
面
よ
り
攻
撃
し
ま
し
た
が

七
戸
家
国
、
櫛
引
清
政
ら
の
城
兵

に
鉄
砲
を
打
た
れ
て
退
却
し
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
田
丸
に
し
て
も
真

剣
な
勝
負
で
は
な
く
、
敵
情
視
察

か
た
が
た
の
戦
い
で
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

翌
日
の
八
月
二
十
六
日
。
攻
撃

軍
の
蒲
生
、
浅
野
、
堀
尾
、
井
伊
、

南
部
の
諸
隊
が
一
斉
に
前
進
し
て

攻
撃
に
か
か
り
ま
し
た
。
し
か
し

城
中
か
ら
は
大
石
、
小
石
、
大
木

な
ど
が
投
下
さ
れ
て
断
崖
、
城
壁

を
よ
じ
登
っ
て
い
た
攻
撃
の
兵
の

う
ち
四
百
人
ほ
ど
が
討
た
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ま
た
別
の
攻
撃
隊

は
堀
を
埋
め
よ
う
と
し
ま
し
た
が

撃
退
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
攻

撃
は
こ
れ
か
ら
の
攻
撃
準
備
の
た

め
の
も
の
で
し
た
が
、
九
戸
城
の

警
備
を
軽
視
し
過
ぎ
て
逆
に
な
ん

ら
得
る
と
こ
ろ
が
な
く
敗
退
し
た

攻
撃
軍
の
失
敗
の
一
日
で
し
た
。

◇111◇
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直通電話番号課　　　名
88－2112総　 　務　 　課
88－2113企 　　画 　　課
88－2114税　 　務　 　課
88－2115福祉係・国保係・介護保険係保　健

福祉課 88－2641保健衛生係
88－2116農 林 水 産 課
88－2118建　 　設　 　課
88－2119町　 　民 　　課
88－2049出　 　納　 　室
88－2369議 会 事 務 局
88－2495学　 　務　 　課
88－2698社 会 教 育 課
88－2764体　 　育　 　課
88－2946農業委員会事務局
88－2117Ｆ 　　Ａ　 　Ｘ

時　間場　　　所行事等（問い合わせ）曜日月　日

13 ： 30～　 　勤労者体育センター剣道教室（体育課）　　　　〔家庭の日〕日３月16日

13 ： 00～15 ： 00ハートフルプラザ・はしかみ合同相談（総務課）
火３月18日

東部地区粗大ゴミ収集日（町民課）

町内小学校（赤保内小を除く）卒業式
木３月20日

　 　中央・西部地区粗大ゴミ収集日（町民課）

赤保内小卒業式土３月22日

13 ： 30～　 　勤労者体育センター剣道教室（体育課）日３月23日

 9 ： 00～16 ： 00町民俗資料収集館民俗資料収集館開館日（社教課）火３月25日

13 ： 30～　 　勤労者体育センター剣道教室（体育課）日３月30日

13 ： 30～　 　勤労者体育センター剣道教室（体育課）日４月６日

 町内小中学校入学式月４月７日

 9 ： 00～16 ： 00町民俗資料収集館民俗資料収集館開館日（社教課）
火４月８日

10 ： 00～15 ： 00八戸市民相談室交通事故相談（総務課）

13 ： 30～　 　勤労者体育センター剣道教室（体育課）日４月13日

期間：３月1６日～４月15日
★行事等の問い合わせ【担当課】【施設】へ★まちのガイド

各各 課 直 通 電 話 番 号課 直 通 電 話 番 号

人のうごき�

世帯数と人口
平成１５年２月１日現在（±前月比）

世帯数　 5， 215世帯（－９）

総人口  15， 209　人（－２１）

　男　　 7， 726　人（－９）

　女　　 7， 483　人（－１２）

平成１５年２月受付分

 （18）

（父の名　・　母の名）　　　 地区名

��������

久保田　 航 　 平 （吉　昭・のり子）耳ヶ吠東
こう へい

下日向　 雄 　 人 （直　紀・愛　子）駅　前
ゆう と

佐　京　 壮 　 亮 （洋　司・尚　美）小舟渡
そう すけ

 （16）

��������	

中　田　良　子（69・大　蛇）

後　村　昭　二（62・石　鉢）

田　端　フ　ジ（93・耳ヶ吠東）

田　中　勝　藏（79・鳥屋部）

小　澤　信　夫（76・晴山沢）

見　上　久美子（36・耳ヶ吠西）

西 村 長右衛門（86・大　蛇）

西 村 マ ツ ヱ（87・大　蛇）

松　森　正　次（78・荒　谷）

二　坂　さ　た（91・追　越）

森　　　ト　メ （103・小舟渡）

（年齢・地区名）

��������

　藤　谷　　　奨（野 場 中）

　木　村　　　歩（八 戸 市）

（住所又は元の本籍）

　 ※広報はしかみは　　
　　 毎月１０日発行です。

　森さんは本町で、４人目に１００
歳を迎え、２月１日現在で町
最高齢の方でした。
　ご冥福をお祈りいたします。

お詫びと訂正
　広報２月号に次の誤りがあり

ましたのでお知らせします。

　16ページ「前途を祝福します」

中、浜荒津善幸さんを義幸さん

へ、同ページ「お誕生おめでと

う」中、平戸雄馬くんを雄真く

んへお詫びして訂正します。

編集後記
�住民投票が終わりました。写

真は開票作業の様子で私も作

業に携わりましたが、大きな

案件であったためかいつも以

上に緊張したような気がしま

した。

�青森冬季アジア大会に行って

きました。会場で幸運にも聖

火ランナーを務めた荻原健司

さんを直接見ることができ、

意外と小柄だったのに驚きま

した。あの体で世界の大舞台

で活躍されたのだと思うと改

めて荻原さんの凄さを感じま

した。

（


